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2020 年の世界を展望する
　

一
昨
年
一
一
月
の
、
統
一
地
方
選
で
の
民
進
党
大
敗
の
責
任
を
問

わ
れ
た
蔡
英
文
総
統
は
、
党
内
予
備
選
で
頼
清
徳
元
行
政
院
長
の
挑

戦
を
受
け
た
が
、
六
月
に
総
統
候
補
と
な
り
、
八
月
以
降
は
リ
ー
ド

を
保
っ
た
。
頼
は
副
総
統
候
補
と
な
り
、
民
進
党
が
一
丸
と
な
っ
て

選
挙
戦
を
戦
っ
た
。
同
党
は
香
港
市
民
に
共
鳴
す
る
台
湾
市
民
の
声

を
う
ま
く
捉
え
、
今
回
の
選
挙
を
「
一
国
二
制
度
」
を
拒
否
し
、「
自

由
と
民
主
を
守
る
戦
い
」
だ
と
位
置
付
け
、
国
民
党
が
主
張
す
る
対

中
融
和
は
台
湾
の
自
由
や
民
主
を
犯
し
か
ね
な
い
と
主
張
し
た
。

　

対
す
る
国
民
党
は
、
候
補
者
擁
立
を
め
ぐ
る
複
雑
な
駆
け
引
き
を

経
て
、
統
一
地
方
選
で
ブ
ー
ム
を
起
こ
し
た
韓
国
瑜
高
雄
市
長
が
総

統
候
補
と
な
っ
た
が
、
党
内
エ
リ
ー
ト
と
韓
を
支
持
す
る
地
方
勢
力

は
分
裂
し
、
最
後
ま
で
団
結
で
き
な
か
っ
た
。
ま
た
、
韓
陣
営
は
選

挙
戦
略
を
欠
き
、「
国
家
は
安
全
、
大
金
を
稼
ぐ
」
ス
ロ
ー
ガ
ン
に

具
体
的
な
政
策
は
伴
わ
ず
、
失
言
や
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
も
相
次
い
だ
。

さ
ら
に
、
立
法
委
員
比
例
選
挙
候
補
者
リ
ス
ト
の
上
位
に
中
国
と
の

関
係
が
緊
密
な
退
役
軍
人
を
指
名
す
る
な
ど
、
党
中
央
の
選
挙
戦
略

も
韓
の
足
を
引
っ
張
っ
た
。

国
民
党
が
負
け
た
選
挙

　

七
四
・
九
％
の
高
投
票
率
に
は
好
天
も
味
方
し
た
が
、
民
進
党
の

若
年
層
に
対
す
る
投
票
呼
び
か
け
と
、
香
港
市
民
か
ら
の
投
票
呼
び

か
け
の
成
果
で
も
あ
ろ
う
。
こ
の
結
果
、
蔡
英
文
は
総
統
選
挙
史
上

法
政
大
学
教
授

福
田 

円

「
一
国
二
制
度
拒
否
」
が
争
点
の
選
挙
と
な
り
、

国
民
党
の
失
敗
も
あ
り
圧
勝
し
た
蔡
英
文
総
統
。

だ
が
、
内
政
改
革
路
線
は
不
人
気
、
民
進
党
の
求
心
力
も

低
下
し
、
二
期
目
の
政
権
運
営
は
前
途
多
難
だ
。

最
多
の
八
一
七
万
票
以
上
を
獲
得
し
て
再
選
さ
れ
た
。
民
進
党
は
立

法
委
員
選
挙
の
選
挙
区
で
四
八
議
席
、
比
例
区
で
一
三
議
席
を
獲
得

し
、
過
半
数
を
上
回
る
六
一
議
席
を
獲
得
し
た
。

　

こ
の
選
挙
結
果
は
、
民
進
党
が
支
持
を
取
り
戻
し
た
と
い
う
よ
り

も
、
国
民
党
が
選
挙
戦
略
を
欠
き
、
中
国
と
和
解
し
つ
つ
自
立
を
保

つ
た
め
の
具
体
策
を
提
示
で
き
な
か
っ
た
が
ゆ
え
だ
と
見
る
ほ
う
が

妥
当
だ
ろ
う
。
そ
れ
は
、
立
法
委
員
比
例
区
で
民
進
党
の
票
が
台
湾

民
衆
党
な
ど
第
三
党
へ
流
れ
、
国
民
党
と
同
議
席
数
し
か
獲
得
で
き

な
か
っ
た
こ
と
に
現
れ
て
い
る
。
小
選
挙
区
に
お
い
て
も
、
政
策
的

な
議
論
よ
り
、
新
鮮
味
の
あ
る
候
補
者
擁
立
、
政
治
色
が
薄
い
宣
伝

方
法
な
ど
民
進
党
の
巧
妙
な
選
挙
戦
略
が
目
立
っ
た
。

活
発
化
す
る
「
ポ
ス
ト
蔡
」
へ
の
動
き

　

蔡
英
文
は
統
一
地
方
選
で
改
革
の
成
果
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
失
敗

し
、
今
回
は
改
革
へ
の
言
及
を
抑
え
て
い
た
が
、
自
陣
営
の
リ
ー
ド

が
安
定
し
て
く
る
と
そ
の
頻
度
は
増
え
た
。
こ
の
様
子
か
ら
、
蔡
は

二
期
目
も
内
政
上
の
改
革
に
力
を
注
ぐ
も
の
と
予
想
で
き
る
。
対
外

政
策
で
大
き
な
変
化
を
望
め
ず
、
内
政
上
の
改
革
で
有
権
者
の
理
解

を
得
ら
れ
な
け
れ
ば
、
選
挙
期
間
に
持
ち
直
し
た
蔡
へ
の
支
持
率
は

再
び
低
迷
す
る
可
能
性
が
高
い
。

　

民
進
党
内
で
は
、
ポ
ス
ト
蔡
を
め
ぐ
る
駆
け
引
き
が
激
し
く
な
る

だ
ろ
う
。
現
段
階
で
有
力
視
さ
れ
る
の
は
頼
清
徳
と
、
統
一
地
方
選

で
民
進
党
が
総
崩
れ
し
た
な
か
、
桃
園
市
長
の
座
を
安
定
的
に
維
持

し
て
い
る
鄭
文
燦
で
あ
る
。
今
後
は
、
蔡
英
文
が
政
権
二
期
目
で
ど

の
よ
う
な
人
事
を
行
う
か
、
頼
が
副
総
統
と
し
て
ど
の
よ
う
な
役
割

を
担
う
か
、
鄭
が
い
つ
、
ど
の
よ
う
な
中
央
の
ポ
ス
ト
に
就
く
の
か

が
注
目
さ
れ
る
。

　

国
民
党
は
呉
敦
義
党
主
席
が
辞
職
し
、
三
月
初
旬
に
党
主
席
選
挙

を
行
う
。
加
え
て
、
江
啓
臣
や
蔣
萬
安
ら
エ
リ
ー
ト
の
若
手
有
力
者

が
党
中
央
常
務
委
員
の
職
を
辞
し
た
上
で
、
党
体
制
の
抜
本
的
な
改

革
を
求
め
て
い
る
。
他
方
、
韓
国
瑜
は
総
統
選
挙
で
惨
敗
し
た
も
の

の
、
前
回
の
選
挙
よ
り
得
票
率
を
伸
ば
し
た
た
め
、
党
主
席
選
挙
出

馬
も
不
可
能
で
は
な
い
。
高
雄
市
長
罷
免
を
求
め
る
運
動
が
本
格
化

す
る
な
か
、
党
内
で
は
エ
リ
ー
ト
対
地
方
勢
力
の
駆
け
引
き
が
当
面

続
き
そ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
ど
ち
ら
が
主
導
権
を
握
る
に
せ
よ
、
習

近
平
政
権
が
「
九
二
年
コ
ン
セ
ン
サ
ス
」
は
「
一
つ
の
中
国
」
原
則

を
体
現
す
る
も
の
だ
と
主
張
し
、
同
党
の
解
釈
が
生
存
空
間
を
失
う

な
か
、
対
中
政
策
の
調
整
が
最
大
の
課
題
と
な
ろ
う
。

　

高
投
票
率
を
記
録
し
、
自
由
や
民
主
の
価
値
を
台
湾
や
国
際
社
会

が
再
確
認
し
た
選
挙
で
あ
っ
た
が
、
近
年
の
台
湾
政
治
が
抱
え
て
い

る
構
造
的
問
題
は
何
ら
解
決
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
台
湾
に
お
け
る

民
主
主
義
の
成
熟
度
が
試
さ
れ
る
の
は
、
こ
れ
か
ら
で
あ
る
。
●

台
湾
総
統
選
・
試
さ
れ
る
民
主
主
義
の
成
熟

ふ
く
だ
　
ま
ど
か
　
一
九
八
〇
年
生
ま
れ
。

二
〇
〇
三
年
国
際
基
督
教
大
学
卒
、
慶
應
義
塾

大
学
大
学
院
政
策
・
メ
デ
ィ
ア
研
究
科
入
学
。

同
大
学
修
士
課
程
、
台
湾
・
国
立
政
治
大
学
東

亜
研
究
所
博
士
課
程
留
学
を
経
て
、
同
大
学
院

後
期
博
士
課
程
単
位
取
得
退
学
。
博
士（
政
策・

メ
デ
ィ
ア
）。
著
書
に
『
中
国
外
交
と
台
湾 

「
一

つ
の
中
国
」
原
則
の
起
源
』
な
ど
。


